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湘南版

医学講座 8 月 31 日( 木 ) 13:00 から

会場：湘南東部総合病院  東館 1 階講堂
講師：湘南東部総合病院
   　　   整形外科

黒田 晃義 医師

もうガマンできません‼～つらい腰痛の原因・治療・予防のおはなし～
　つらい腰痛…多くの人が経験のある疾患（病
気）です。若い人がなる腰痛、年齢を重ねて痛
くなる腰痛…。いろいろな人が腰痛になります。
この腰痛の原因・治療・予防についてのお話を
皆様に聞いていただきたいと思います。

次回予告
9 月 30 日（土）　血液内科  守屋慶一医師
演題は未定です。

お問い合わせ 0467-89-3633
〒253-0083　
茅ヶ崎市西久保 500

交通のご案内
茅ケ崎駅北口より無料シャトル
バス運行

参加無料

地域連携室
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乗り場

　

汗
か
ら
は
水
分
・
塩
分
の
ほ
か
、
鉄
分
も
排
出
さ
れ
ま
す
。
夏
期
は
多
く
の

人
が
汗
を
か
く
の
で
、「
鉄
欠
乏
性
貧
血
」
に
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
の
症
状

は
倦
怠
感
や
息
切
れ
な
ど
が
あ
り
、「
夏
バ
テ
」
と
似
て
い
ま
す
。

　

食
中
毒
は
、
ウ
ィ
ル
ス
と
細

菌
が
主
な
原
因
で
す
。

　

ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
も
の
は
冬

（
11
～
３
月
）
が
多
い
の
に
対

し
、
細
菌
に
よ
る
も
の
（「
細

菌
性
食
中
毒
」）
は
夏
（
６
～

８
月
）
に
多
く
起
き
ま
す
。

　

細
菌
性
食
中
毒
の
原
因
菌
で

多
い
の
は
、『
感
染

性
大
腸
菌
』『
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
』『
サ

ル
モ
ネ
ラ
』
等
で
、

こ
れ
ら
は
肉
・
魚
な

ど
の
生
食
や
加
熱
不

十
分
に
よ
る
こ
と
が

起
因
し
て
い
ま
す
。

細
菌
の
特
徴
と
予
防

　

細
菌
は
湿
気
を
好

み
、
室
温
で
活
発
に
増
殖
し
ま

す
。
暑
さ
で
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は

速
く
な
る
た
め
、
今
の
時
期
は

注
意
が
必
要
で
す
。

　

食
中
毒
の
主
な
症
状
は
原
因

菌
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

【
吐
き
気
】【
嘔
吐
】【
下
痢
】【
腹

痛
】等
が
多
く
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
暑
い
季
節
は
、「
食
材

に
は
細
菌
が
付
着
し
て
い
る
」

と
考
え
て
、

　

①
室
温
で
放
置
し
な
い

　
②
加
熱
を
十
分
に
行
な
う

な
ど
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
調
理
す
る
手
指
や
使

用
す
る
調
理
器
具
の
汚
染
か
ら

も
食
中
毒
は
起
こ
り
得
ま
す
。

手
洗
い
の
ほ
か
、
ま
な
板
な
ど

の
器
具
を
清
潔
に
保
つ
よ
う
に

配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

　

―
―
―
夏
に
多
い
細
菌
に
よ

る
食
中
毒
（
毒
素
型
・
感
染
型
）

に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
（
奥
院
長
）「『
毒
素
型
』
と

は
食
品
に
付
着
し
た
菌
が
増
殖

し
て
毒
素
を
出
し
、
そ
れ
が
体

内
に
入
っ
て
食
中
毒
を
起
こ
す

も
の
で
す
。
代
表
的
な
も
の
に

『
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
』『
ボ
ツ
リ

ヌ
ス
菌
』『
セ
レ
ウ
ス
菌
』
に

よ
る
食
中
毒
が
あ
り
ま
す
。

　

加
熱
で
細
菌
が
死
滅
し
て
も

耐
熱
性
の
毒
素
で
あ
る
た
め
、

④
調
理
後
は
早
め
に
食
べ
る
、

を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

　

手
の
傷
や
化
膿
創
の
有
無
な

ど
も
『
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
』
の

感
染
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

調
理
の
際
は
特
に
注
意
を
し
ま

し
ょ
う
」

　

―
―
―
食
中
毒
か
ど
う
か
を

一
般
人
が
判
断
で
き
ま
す
か
？

　
（
同
）「
外
見
で
は
中
々
見
分

け
が
付
き
ま
せ
ん
。【
嘔
吐
】【
下

痢
】【
腹
痛
】等
が
あ
る
場
合
は
、

早
め
に
当
院
な
ど
の
医
療
機
関

を
受
診
し
て
下
さ
い
。

　

今
の
時
期
は
ご
家
庭
な
ど
で

食
品
の
管
理
や
調
理
環
境
に
十

分
注
意
を
払
い
、
食
中
毒
・
感

染
に
お
け
る
予
防
の
基
本
『
手

洗
い
』
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
」。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
で
は

「
感
染
防
止
対
策
委
員
会
」
が

中
心
と
な
り
、
感
染
予
防
と
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

摂
取
で
中
毒
症
状
が
出
ま
す
。

　
『
感
染
型
』
は
食
品
に
付
着

し
た
菌
が
体
内
で
増
殖
し
、
症

状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
牛
・

豚
・
鶏
な
ど
の
肉
類
や
魚
介

類
、
乳
製
品
な
ど
か
ら
の
『
腸

炎
ビ
ブ
リ
オ
』『
サ
ル
モ
ネ
ラ
』

『
病
原
性
大
腸
菌
』『
カ
ン
ピ
ロ

バ
ク
タ
ー
』『
ウ
ェ
ル
シ
ュ
菌
』

等
が
あ
り
ま
す
。

　

潜
伏
期
間
は
数
時
間
～
１
週

間
程
度
と
様
々
で
す
」

　

―
―
―
こ
れ
ら
に
対
す
る
予

防
法
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
（
同
）「
食
材

に
対
し
て
は
主

に
①
低
温
保
存

す
る
②
室
温
放

置
の
禁
止
（
調

理
前
）
③
加
熱

調
理
を
行
な
う

　

公
益
財
団
法
人
日
本
陸
上

競
技
連
盟
（
日
本
陸
連
）
は

２
０
０
９
年
に
国
民
体
育
大
会

の
強
化
指
定
選
手（
１
７
０
人
）

に
対
し
、「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
値
」

の
測
定
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
な
ん
と
選
手
の

25
．
３
％
が
「
鉄
欠
乏
性
貧

血
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
汗
か
ら
は
鉄
分
も

　

実
は
貧
血
の
症
状
は
、
陸
上

選
手
だ
け
で
は
な
く
、
激
し
く

運
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
も

多
く
み
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、

貧
血
の
原
因
の
一
つ
に
『
大
量

の
発
汗
』
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

汗
を
か
く
こ
と
は
、
体
内
の

水
分
・
塩
分
と
と
も
に
鉄
分
も

排
出
さ
れ
る
た
め
、
貧
血
に
陥

り
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
運
動
選
手
以
外
の

一
般
の
人
に
も
十
分
に
起
こ
り

得
る
こ
と
で
す
。
特
に
陽
射
し

が
強
い
夏
期
は
汗
を
か
き
や
す

く
、
貧
血
に
注
意
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

熱
中
症
対
策
と
し
て
水
分
や

塩
分
を
補
給
し
て
も
、
鉄
分
補

給
ま
で
は
気
を
ま
わ
せ
ら
れ
て

い
な
い
人
が
、
実
際
に
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
検
査
で
確
認
を

　

貧
血
の
症
状
は
「
夏
バ
テ
」

と
よ
く
似
て
い
ま
す
。【
身
体

の
倦
怠
感
】【
息
切
れ
】【
め
ま

い
】【
立
ち
く
ら
み
】
な
ど
が

あ
り
、「
夏
バ
テ
か
し
ら
」
と

思
い
込
ん
で
い
る
そ
の
症
状
は

貧
血
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昨
年
、
日
本
陸
連
は
貧
血
の

予
防
や
早
期
発
見
、
治
療
に
つ

い
て
等
を
ま
と
め
た
７
か
条

（
上
表
）
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
も
提
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
貧
血
に
は
血
液
検
査
や
医

師
へ
の
相
談
・
治
療
が
大
切
で

す
。

　

赤
血
球
が
減
少
し
、
体
中
に
酸
素
を
運
ぶ
機
能
が
低
下
す
る
「
貧
血
」。
目

立
っ
た
症
状
も
な
く
ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
、
心
不
全
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
貧
血
と
検
査
に
つ
い
て
血
液
内
科
の
守
屋
医
師
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「『
貧
血
』
は
、
血
液
成
分
の

中
の
赤
血
球
が
少
な
く
な
っ
た

状
態
の
こ
と
を
し
め
し
ま
す
。

　

赤
血
球
は
『
肺
で
取
り
込
ん

だ
酸
素
を
体
の
隅
々
ま
で
運

ぶ
』
機
能
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

が
少
な
く
な
る
と
い
わ
ゆ
る

〝
酸
欠
〟
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
貧
血
の
初
期
は
、

階
段
を
上
る
な
ど
の
軽
い
運
動

で
も
以
前
よ
り
早
く
息
切
れ
が

し
ま
す
。さ
ら
に
進
行
す
る
と
、

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

も
息
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
重
要
な
臓
器
に
必
要

不
可
欠
な
酸
素
が
届
か
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
脳
の
働
き
が
悪

く
な
っ
て
ボ
ー
と
す
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、
心
不
全
を
起
こ
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
人
間
の
身
体
は
多
少

の
こ
と
で
は
び
く
と
も
し
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
ゆ
っ
く
り

貧
血
が
進
行
し
た
場
合

は
、
何
も
症
状
が
な
く
、

健
康
診
断
な
ど
で
初
め

て
気
付
く
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
貧
血
の
原
因

は
、
赤
血
球
を
つ
く
る

材
料
が
不
足
し
た
『
鉄

欠
乏
性
貧
血
』
が
多
い

の
で
す
が
、【
鉄
以
外

の
材
料
不
足
】、
あ
る

い
は
【
赤
血
球
を
つ
く

る
能
力
自
体
が
劣
っ
て

い
る
】、
ま
た
は
【
す
ぐ
に
壊

さ
れ
る
（
溶
血
）】
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ら
は
、
血
液
検
査
で
お

お
よ
そ
の
こ
と
は
分
か
り
ま
す

が
、
血
液
の
〝
製
造
工
場
〟
で

あ
る
『
骨
髄
』
を
調
べ
な
い
と
、

最
終
判
断
が
下
せ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
」。

■
取
材
協
力
／
湘
南
東
部
総
合

病
院
☎
０
４
６
７
―
８
３
―

９
１
１
１

「
夏
バ
テ
」
と
の
思
い
込
み
は
要
注
意

  

　
汗
か
き
補
給
は
鉄
分
に
も
配
慮
を

　
　
　         

国
体
選
手
も
な
ん
と
４
人
に
１
人
が
貧
血
に

守屋　慶一　医師
( もりや　けいいち )

湘南東部総合病院
【血液内科】

専
門
医
に
聞
く

 「
貧
血
は
身
体
の
〝
酸
欠
”
状
態
で
す
」

　
湘
南
東
部
総
合
病
院　
守
屋 

慶
一 

医
師

食
中
毒
対
策
に
は
手
洗
い
必
須

加
熱
だ
け
で
は
予
防
不
十
分

取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院 

湿
気
と
高
温
で
細
菌
が
増
殖

食
中
毒
の
季
節
到
来
！

「手洗いは食中毒予防の基本で
す」と語る奥淳治院長（内科）

　

夏
は
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
が
多
く
、食
材
の
調
理
・

保
存
法
の
ほ
か
、
手
指
の
注
意
が
必
要
で
す
。
食
中

毒
に
詳
し
い
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
（
☎
０
４
６
７
―

５
３
―
４
１
１
１
）奥
院
長
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ふれあい医学サロン「医心伝心」
in 茅ヶ崎ラスカ 6F ホール

第 5 回 9 月 4 日　　18:00～19:00（月）
『最先端の人工関節手術』
～100 歳でも走れる身体を目指して～

主催／お問い合わせ  湘南東部総合病院  ☎0467-89-3633（地域連携室）

最先端の人工関節手術について専門医師が分
かりやすくお伝えします。通勤・通学・お買
い物のついでに、お立ち寄りください。健康
の知識や病気の知識を身につけ、病気の予防
の参考にしていただければ幸いです。お気軽
にご来場ください。

予約不要・参加無料
次回予告 !　
10月10日 （火）18:00～
in茅ヶ崎ラスカ6F ホール
講師：湘南東部総合病院 
外科 新海 晢 医師

講師：
湘南東部総合病院
整形外科
遠藤 太刀男  医師

血清鉄（Fe）は血液の血清中に含まれる鉄分のこと。
女性は値が低い傾向にあることがわかります。

（公財）日本陸上競技連盟より抜粋

貧血対処７か条
アスリートの

食事で適切に鉄分を摂取
鉄分の摂りすぎに注意
定期的な血液検査で状態を確認
疲れやすい、動けないなどの
症状は医師に相談
貧血の治療は医師と共に
治療とともに原因を検索
安易な鉄剤注射は体調悪化の元
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男性（基準値 54~200µg/dl）
女性（基準値 48~154µg/dl）

夏の食中毒での死亡者（2016年）は多いことが分かります

血清鉄の値（「国民健康・栄養調査」2014総務省統計局資料より）

衛生的な手洗い
できていますか？

親指と親指の
付け根を洗う

手首を洗う

指先を洗う

日本食品衛生協会「手洗い」資料より抜粋

食中毒の患者数と死者数（厚労省資料より）

患者 数 死者 数
6～8 月

（3 ヶ月間）

11～3 月
（5 ヶ月間）

3,765 人

9,825 人

１０人

１ 人

2016 年度

★ 茅ヶ崎駅より無料シャトルバスあり　★ブランクのあるかたでも大歓迎
★車通勤可能　★院内保育所あり

正 非 看護師・介護福祉士・介護士・保育士・歯科衛生士

医療法人社団
康 心 会 湘南東部総合病院 ☎ 0467-83-9111

〒 253-0083 茅ヶ崎市西久保 500  ●看護部：露木・事務コメディカル：飯田

① 看護師　347,800円（夜勤含）　
　　　　 時給 1,500円〜（夜勤 )1 回 24,000円〜
② 介護福祉士 　時給 1,200円
③ 介護士　　　 時給 1,200円
④ 保育士　　　 時給　950円
⑤ 歯科衛生士　 時給 1,000円〜 1,300円
　 〈月給例は、経験１０年〉

茅ヶ崎駅看護師・准看護師・看護補助正

① 看護師　  347,800円（夜勤含）
               時給 1,500円〜　
② 准看護師  298,600円（夜勤含）
              時給  1,200円〜
③ 看護補助  207,900円（日勤のみ）
              時給  1,100円
　〈月給例は、経験１０年〉

 さがみ野中央病院

  ★ブランクのある方も歓迎
  ★院内保育所有り、車通勤可、交通費全額支給（上限 5 万円まで）
　  非常勤は勤務日、勤務時間応相談

さがみ野駅から徒歩5分、車通勤可で通勤に便利

非

医療法人社団 ☎ 046-233-5110
〒 243-0401 海老名市東柏ケ谷 6-20-20
                    ●問い合わせ：（総務課）阿部

茅ヶ崎駅前からシャトルバスあり。

　 相鉄線
 さがみ野駅
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○
…
「
チ
ー
ム
医
療
で
大
切

な
こ
と
は
、
医
師
を
含
め
様
々

な
専
門
分
野
で
活
躍
す
る
医
療

ス
タ
ッ
フ
を
お
互
い
に
理
解

し
、
認
め
合
う
こ
と
。
医
学
知

識
も
大
切
で
す
が
、
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
（
看
護
師
や
薬
剤
師
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言

語
聴
覚
士
、
臨
床
検
査
技
師
な

ど
医
師
の
指
示
の
下
で
医
療
業

務
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
）
と
の
連

携
が
重
要
で
す
」。
湘
南
東
部

総
合
病
院
の
副
院
長
を
経
て
、

２
０
１
５
年
か
ら
ふ
れ
あ
い
平

塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
副
院
長
を
務

め
て
い
ま
す
。
外
来
診
療
で
は

「
総
合
診
療
科
」と「
循
環
器
科
」

（
と
も
に
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
）

を
担
当
。
そ
の
ほ
か
、
訪
問
診

療
や
内
科
（
呼
吸
器
・
循
環
器
・

腎
臓
）
の
入
院
治
療
も
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

○
…
祖
父
（
外
科
医
）、
父

（
内
科
医
）
に
継
ぐ
医
師
家
系

に
生
ま
れ
、
幼
少
期
か
ら
医
師

に
な
る
こ
と
が
心
の
中
に
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
進
学
し
た
昭
和

大
学
医
学
部
で
は
『
敗
血
症
性

シ
ョ
ッ
ク
』
に
興
味
を
持
ち
、

『
急
性
血
液
浄
化
法
』
に
関
連

し
た
内
容
を
研
究
。
卒
業
後
は

同
大
藤
が
丘
病
院
や
同
大
横
浜

市
北
部
病
院
、
横
浜
労
災
病
院

で
救
命
医
療
の
第
一
線
に
立
ち

続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験

を
活
か
し
、
現
在
は
ふ
れ
あ
い

平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
副
院
長

の
ほ
か
、「
茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校
」（
茅
ヶ

崎
市
南
湖
）
や
「
湘
南
医
療
大

学
」（
横
浜
市
戸
塚
区
）
の
講

師
と
し
て
教
壇
に
立
っ
て
い
ま

す
。「『
救
急
医
学
』
や
『
災
害

医
療
』
な
ど
の
講
義
で
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｕ
や
Ｅ
Ｒ
で
の
体
験
談
や
現

場
の
声
を
伝
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
」
と
真
剣
な
眼
差
し
で
語

り
ま
す
。
母
校
の
昭
和
大
で
は

客
員
教
授
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

○
…
医
療
従
事
者
と
し
て
の

信
念
を
聞
く
と
「
命
を
救
っ
て

社
会
の
た
め
に
な
る
『
医
師
と

し
て
の
志
』
を
大
切
に
持
ち
続

け
た
い
で
す
」
と
誠
実
な
言
葉

が
返
っ
て
き
ま
す
。
自
身
の
健

康
に
も
気
を
配
り
「
車
移
動
の

方
が
早
い
け
れ
ど
、
意
識
的
に

歩
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
運

動
は
大
切
だ
か
ら
ね
」
と
穏
や

か
な
表
情
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

救
命
現
場
で
培
っ
た
経
験
と
志
を
も
っ
て

こ
の「
人
」に
聞
く

兼 坂  茂（かねさか　しげる）

ふれあい平塚ホスピタル　副院長
【総合診療科・循環器科】
医学博士　内科学会認定医
救急医学会指導医・専門医
集中治療学会専門医　循環器学会専門医

医
療
施
設
に
併
設
さ
れ
た
「
安
心
感
」　　
　
　

退
院
後
す
ぐ
に
通
っ
て
「
元
気
」
な
姿

　
　

    

取
材
協
力
／
湘
南
東
部
総
合
病
院 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
は
、
高
齢
や
病
気
の
後

遺
症
な
ど
の
理
由
で
身
体
の
不

自
由
な
人
が
、
体
力
・
身
体
機

能
を
回
復
・
維
持
し
、
安
心
し

て
自
宅
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
日
帰
り
で

行
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。「
通

所
リ
ハ
ビ
リ
」
と
も
呼
ば
れ
、

介
護
保
険
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
湘
南
東
部
総
合
病
院

（
茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０
）

の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
、

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は
、

９
名
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
と
４
名

の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
で
、
食

事
・
入
浴
介
助
か
ら
一
人
ひ
と

り
の
状
態
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ

リ
ま
で
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
中
の
体
調

不
良
や
、
万
が
一
の
緊
急
事
態

に
も
総
合
病
院
の
強
み
を
活
か

し
た
対
応
が
可
能
で
す
。

不
安
か
ら
「
前
向
き
に
挑
戦
」
へ

　

同
院
に
入
院
し
た
患
者
で
、

脳
梗
塞
の
後
遺
症
で
指
が
う
ま

く
動
か
ず
平
衡
感
覚
も
に
ぶ
っ

て
し
ま
い
、「
ベ
ッ
ド
で
寝
た

き
り
の
状
態
が
続
い
て
い
く
の

で
は
な
い
か
」
と
不
安
を
口
に

し
た
方
が
い
た
そ
う
で
す
。
し

か
し
、
退
院
後
す
ぐ
に
同
院
の

通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
利
用
し
、
ま

ず
は
椅
子
に
座
る
と
い
う
簡
単

な
動
作
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
行
棒
を
使
っ
て
の
歩

行
訓
練
や
手
芸
な
ど
徐
々
に
高

度
な
動
作
に
挑
戦
し
て
い
っ
た

と
い
い
ま
す
。
作
業
療
法
士
と

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
継
続
的
な
リ

ハ
ビ
リ
を
行
い
、
現
在
は
杖
を

使
用
し
自
力
で
歩
く
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す
。

　
「『
思
う
よ
う
に
動
け
る
よ
う

に
な
り
た
い
』『
楽
し
く
生
活

し
た
い
』
と
思
う
方
は
、
ぜ
ひ

当
院
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。
歌
謡
シ
ョ
ー
や

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏

な
ど
の
催
し
（
月
２
回
）
も
た

い
へ
ん
好
評
で
す
」
と
同
院
は

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
湘
南
東

部
総
合
病
院
☎
０
４
６
７
―

８
３
―
９
１
１
１
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。（
※
利
用
者

の
症
例
に
は
個
人
差
が
あ
り
、

掲
載
内
容
は
一
例
で
す
。）

一人ひとりの状態に合わせたケアが好評

　

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が

短
期
間
施
設
に
宿
泊
す
る

「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
は
、
夏

に
か
け
て
需
要
が
増
え
る
と
い

い
ま
す
。
介
護
付
有
料
老
人

ホ
ー
ム
「
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム

元
町
＝
写
真
下
＝
（
茅
ヶ
崎
市

元
町
10
―
３
）」
の
堤
施
設
長

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
、
特

に
熱
中
症
が
心
配
と
な
る
こ
の

時
期
に
、
ご
家
族
様
が
旅
行
に

出
か
け
る
際
『
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
一
人
で
残
し
て
い
け
な

い
』
と
い
う
理
由
で
ご
利
用
さ

れ
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
当
施
設
は
、
専
用
車
で

約
３
分
の
場
所
に
グ
ル
ー
プ
の

茅
ヶ
崎
中
央
病
院
が
あ
る
た

め
、
ご
家
族
様
に
と
っ
て
も
心

強
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」

　

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
元
町
は

居
室
が
32
室
と
小
規
模
な
た

め
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

が
印
象
的
な
施
設
で
す
。
ベ
テ

ラ
ン
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
そ

ろ
っ
て
お
り
、
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
行
き
届
く
サ
ー
ビ
ス
が
好

評
。
利
用
者
か
ら
は
、「
ま
る

で
自
宅
で
過
ご
し
て
い
る
よ
う

だ
」
な
ど
、
多
く
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
施
設
で
は
、
長
期
間
の
利

用
や
、
施
設
の
見
学
な
ど
に
つ

い
て
も
随
時
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
個
別
の
質
問
や
詳
し
い

内
容
は
、
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム

元
町
☎
０
４
６
７
―
８
８
―

２
５
０
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？
　 

「
夏
場
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
の
有
用
性

　
　
　
　
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
元
町
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
）

明
る
い
ス
タ
ッ
フ
た
ち

  「
老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方
」
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　

８
月
19
日
㈯　
藤
沢
で
無
料
開
催

　

湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
で
は
、

老
人
ホ
ー
ム
の「
種
類
」や「
費

用
」、「
資
金
計
画
」
な
ど
に
つ

い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
る
無
料

セ
ミ
ナ
ー
「
こ
れ
で
安
心
！ 

老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

日
程
は
、
８
月
19
日
㈯
14
時

～
15
時
45
分
で
、
会
場
は
フ
ジ

サ
ワ
名
店
ビ
ル
６
階
Ａ
ホ
ー

ル
（
藤
沢
市
南
藤
沢
２
―
１
―

１
）。
定
員
は
20
名
（
先
着
申

込
順
）
で
す
。

　

当
日
は
、
自
宅
で
介
護
を
行

う
時
の
難
し
さ
を
実
例
で
紹
介

し
、
入
居
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
説
明
も
行

い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
詳

し
い
内
容
や
ご
予
約
は
、
☎

０
４
６
７
―
５
７
―
６
０
５
０

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

湘南ふれあいの園　本部
申し込み・お問い合わせ

〒253-0083　茅ヶ崎市西久保 745

0467-57-6050
南口

藤沢駅

フジサワ
名店ビル

OPA 小田急百貨店

~ 夏バテ予防の食事 ~
豚肉と旬のオクラで暑い夏を快適に

今月の注目食材
夏バテ予防のために食べてほしい食材は「豚肉」「うなぎ」などビタミン B
群やカロテンが豊富な食材です。また、ビタミン C をふくんだ旬の食材「オ
クラ」「しそ」「枝豆」などもオススメです。
酸味をいかした料理をメニューに加え、胃酸の分泌をたかめて食欲増進に
役立ててください。

豚肉と夏野菜

材料　（1 人分） 作り方

今月のレシピ ＜煮豚の夏野菜添え＞

豚肩ロース
卵
オクラ
長ネギ
生姜

40g
1/2 個 (25g)
8g
30g
1g

醤油
砂糖
酢
酒

8cc
4g
0.5cc
8cc

A

①

②

③
④

⑤

豚肩ロースを鍋に入れ、肉がかぶるくらい水を入れ
て火にかける。途中でアクを取りながら、約 10 分
茹でて、油抜きをする

①から肉を取り出し、水で洗う

40 分煮たら火を止め、
半熟卵を入れて味をしみこませる

③で肉を取り出した茹で汁に、A を全て入れ火にかける。
煮立ったら肉を鍋に戻し、刻んだネギと生姜を加えて
落し蓋をして弱火で約 40 分間煮る

オクラを茹でる。
卵は、約８分間茹でて半熟卵にする

⑥ 半熟卵に味がしみこんだら完成

（1 人分　総カロリー 640kcal）

監修・調理／管理栄養士　穴田律子

リ
ハ
ビ
リ
の
一
環
で
行
な
う
手
芸
（
上
）
／
好
評
の
歌
謡
シ
ョ
ー
（
下
）

茅ヶ崎駅登録ヘルパー

登録ヘルパー
（身体介護）１時間 1,800円～　　　
（生活支援）１時間 1,400円～　　　
　○ 移動費、定例会費、研修費、
　　 処遇改善費

 ふれあい北口ケアセンター
☎ 0467-57-1902
〒２５３-0041 茅ヶ崎市茅ヶ崎２－１－３８
　ソシエ１番館１Ｆ ●問い合わせ：（管理者 ) 葛原

   ★ヘルパー 2 級または介護初任者研修修了者 , 
　   介護福祉士（原則）

非

医療法人社団 康心会 

在宅生活のお手伝いを一緒にしませんか

正 平塚駅正

ふれあい平塚ホスピタル

看護師・准看護師・看護補助・介護福祉士・介護士・ＭＳＷ・総務課事務

① 看護師 347,800円（夜勤含）② 准看護師 298,600円（夜勤含）
③ 看護補助 225,900円（夜勤含）
④ 介護福祉士 247,700円（夜勤含）  ⑤介護士 238,650円（夜勤含）
⑥ ＭＳＷ　　 249,500円 ( 有資格の場合は職務手当 5,000円） 　
⑦ 総務課事務 242,500円（大卒）( 当直 1 回 5,000円）
　 〈月給例は、経験１０年〉
　　　                  ★ 平塚駅南口より徒歩 10 分！

☎0463-22-4105
〒 254-0821　平塚市袖ケ浜 1-12
　　　　　　　●問い合わせ：（総務課）井藤

ブランクのある方でもご応募下さい！

医療法人社団

健 齢 会  
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向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

現
場
の
取
り
組
み

　

同
施
設
で
実
際
に
行
な
っ
て

い
る
内
容
を
聞
き
ま
し
た
。

　
（「
ふ
れ
あ
い
の
桜
」
ス
タ
ッ

フ
）「
入
所
／
通
所
に
関
わ
ら

ず
、
利
用
者
様
は
み
な
さ
ん
療

養
中
に
歳
を
重
ね
ら
れ
ま
す
。

そ
の
こ
と
で
現
在
抱
え
て
い
る

疾
患
な
ど
の
ほ
か
に
、
あ
ら
た

に
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
る

嚥え
ん
げ下
障
害
（
口
か
ら
も
の
を
食

べ
て
飲
み
込
む
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
）
や
認
知
症
な
ど
の
対

策
も
行
な
っ
て
い
ま
す
」

　

―
―
―
そ
の
対
策
に
つ
い

て
、簡
単
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
同
）「『
口
か
ら
食
べ
る
こ

と
』
は
日
常
生
活
に
お
け
る
最

大
の
楽
し
み
と
も
言
え
ま
す
。

当
施
設
で
は
お
や
つ
（
朝
・
夕

の
１
日
２
回
）
を
三
食
よ
り
一

段
上
の
食
形
態
（
例
：
朝
食
は

嚥
下
食
、
お
や
つ
は
介
護
食
）

で
お
召
し
上
が
り
に
な
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
誤ご
え
ん嚥

の

リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
良
好
な
摂

食
嚥
下
の
維
持
で
重
要
な
の

は
、
現
場
の
看
護
／
介
護
職
員

で
す
。
食
事
の
お
手
伝
い
だ
け

で
な
く
、
咀
嚼
や
飲
み
込
み
の

確
認
の
ほ
か
『
と
ろ
み
を
つ
け

た
ら
飲
み
や
す
く
な
る
の
で
は

…
？
』
と
い
っ
た
個
別
の
観
察

チーム医療

　

加
齢
に
伴
い
、
誰
も
が
様
々

な
疾
患
や
心
身
お
よ
び
認
知
機

能
の
低
下
を
起
こ
し
ま
す
。
こ

れ
ら
が
要
因
と
な
っ
て
、
自
立

し
た
自
宅
生
活
が
困
難
に
な
る

可
能
性
は
大
い
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、
介
護
老
人

保
健
施
設
（
老
健
）
の
「
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」や「
短

期
入
所
療
養
介
護
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）」
な
ど
の
利
用
で
身

体
機
能
の
維
持
・
向
上
の
ほ
か
、

介
護
を
行
な
う
家
族
の
心
身
的

な
負
担
の
軽
減
に
も
寄
与
す
る

施
設
も
あ
る
よ
う
で
す
。

「
ふ
れ
あ
い
の
桜
」
と
は
？

　

神
奈
川
県
藤
沢
市
遠
藤
の
閑

静
な
住
宅
街
・
湘
南
ラ
イ
フ
タ

ウ
ン
地
区
に
あ
る
老
健
「
ふ
れ

あ
い
の
桜
」
は
、
開
設
７
年
目

を
迎
え
る
施
設
で
す
。
医
師
の

管
理
の
下
で
、
利
用
者
（
高
齢

者
）
の
在
宅
（
自
宅
）
復
帰
を

目
的
と
し
た
医
療
・
看
護
・
介

護
・
リ
ハ
ビ
リ
他
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

歩
ん
で
き
た
人
生
を
理
解

　

同
施
設
の
最
大
の
特
徴
は
、

「
チ
ー
ム
医
療
」
を
活
か
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
利
用
者
の

個
々
の
状
態
に
応
じ
、
各
専
門

職
（
医
師
・
看
護
師
・
介
護
士
・

管
理
栄
養
士
・
言
語
聴
覚
士
・

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・

施
設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
支
援

相
談
員
）が
専
門
的
知
見
か
ら
、

そ
の
利
用
者
の
生
活
や
人
生
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
チ
ー
ム
で
連
携

し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
入
所
後
に
看
護
師

（
ま
た
は
右
記
の
専
門
職
な
ど
）

が
自
宅
に
訪
問
し
、
在
宅
生
活

の
様
子
を
聞
き
取
り
、
確
認
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
施
設
ス
タ
ッ
フ
は
、
利
用
者

一
人
ひ
と
り
が
歩
ん
で
き
た
長

い
人
生
や
誇
り
、
大
切
な
思
い

出
、
こ
だ
わ
り
な
ど
に
対
し
、

人
生
背
景
を
含
ん

だ
意
味
の
あ
る
理

解
が
で
き
、「
真
の

個
別
支
援
」
を
実

現
す
る
チ
ー
ム
ケ

ア
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
入
所
者

や
家
族
の
気
持
ち

を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
排

泄
に
関
す
る
強
い

希
望
が
あ
れ
ば
、

施
設
内
で
「
合
同

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（
会
議
）」
を
多
職

種
間
で
開
き
、
排

泄
の
自
立
支
援
に

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
担
当
の

訪
問
歯
科
な
ど
に
も
伝
達
し
、

さ
ら
に
口
腔
ケ
ア
を
重
ね
て
安

全
で
楽
し
い
食
事
が
で
き
る
よ

う
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
は
当
施
設

で
は
３
年
前
か
ら
勉
強
会
で
取

り
上
げ
、
研
修
（
施
設
内
外
）

で
も
知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、当
ス
タ
ッ
フ
は
挨
拶
・

笑
顔
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
特
に
大
切
に
考
え
、
入
所
者

様
に
四
季
折
々
の
季
節
を
感
じ

味
わ
っ
て
頂
く
た
め
に
『
行
事

委
員
会
』
で
様
々
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
介
護
ケ
ア
向
上
の
た
め

に
『
教
育
委
員
』
を
設
け
、
各

職
種
が
同
じ
テ
ー
マ
で
勉
強
会

（
月
２
回
）
を
開
い
て
い
ま
す
」

　

―
―
―
し
っ
か
り
し
た
体
制

が
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
に
繋
が
っ

て
い
る
の
で
す
ね
。

　
（
同
）「
ご
本
人
や
ご
家
族
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、『
よ
か
っ

た
』『
頑
張
れ
た
』
と
思
わ
れ

る
よ
う
に
当
施
設
で
は
チ
ー
ム

医
療
体
制
で
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
小
さ

な
楽
し
み
・
幸
せ
を
見
出
し
、

人
生
の
変
化
を
楽
し
ん
で
頂
け

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
」。

　

―
―
―
お
話
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
の
桜
）

　
『
チ
ー
ム
医
療
＝
大
病
院
』
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

老
健
「
ふ
れ
あ
い
の
桜
」（
藤
沢
市
遠
藤
）
で
は
チ
ー

ム
医
療
体
制
で
入
所
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

医
師
の
下
で
専
門
職
が
協
働

多
職
種
チ
ー
ム
で
連
携
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
の
桜
（
介
護
老
人
保
健
施
設
）

多
職
種
間
の
連
携
は
チ
ー
ム
医
療
体
制
の
基
盤 

    　
　
　
　

  

＝
ふ
れ
あ
い
の
桜
に
て
撮
影

　

湘
南
医
療
大
学
は
、
編
入
学

試
験
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
度

看
護
専
門
学
校
・
短
期
大
学

を
卒
業
見
込
み
の
人
や
、
看

護
専
門

学
校
を

卒
業
後
、

さ
ら
に

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
す
人

が
対
象
で
す
。

　

受
験
資
格
や
試
験
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
同
大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
編
入
試
験
要
項
」
で

確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
左
記

連
絡
先
で
資
料
請
求
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

技
能
の
向
上
目
指
す
大
学
編
入
試
験

湘
南
医
療
大
学

大学のQRコード

湘南医療大学　看護学科　３年次編入学試験

募集人数

試験日

出願期間

合格発表日

手続期間

選抜方法

Ⅰ期 Ⅱ期
10 名

平成 29 年 9 月 9 日（土） 平成 29 年 10 月 21 日（土）

平成 29 年 8 月 15 日 ( 火 )～
9 月５日 ( 火 ) 当日消印有効

平成 29 年 10 月 2 日 ( 月 )～
10 月 17 日 ( 火 ) 当日消印有効

平成 29 年 9 月 20 日 ( 水 ) 平成 29 年 10 月 31 日 ( 火 )

平成 29 年 9 月 20 日 ( 水 )
～10 月 3 日 ( 火 ) 必着

平成 29 年 10 月 31 日 ( 火 )
～11 月 15 日 ( 水 ) 必着

書類選考／学力試験（英語・専門科目）／小論文／面接

お問い合わせ先 : 湘南医療大学 入試事務室 045-821-0115

学校説明会・オープンキャンパス・入試についての詳細は、各校へお問い合わせください。

( 土 )

AO入試エントリー
8/15( 火 )～9/4( 月 )

まで受付中

AO入試エントリー
8/16( 水 ) まで受付中

AO入試エントリー
8/19( 土 ) まで受付中

理学療法学科

言語聴覚学科

オープンキャンパス 学校説明会 学校説明会

AO入試エントリー
8/11( 金・祝 ) まで受付中

学校説明会

AO入試エントリー 随時受付中

オープンキャンパス

観光学科限定
医療学科限定

保護者向け説明会

☎ 045-821-0115 ☎ 0467-86-6011 ☎ 0467-88-6611 ☎ 0558-25-2211 ☎ 042-744-9711

体験実習
模擬講義

あり

(火 )
(水 ) ( 火 )

( 木 )

( 木 )

( 土 )

( 土 )

( 日 )

体験実習
あり

体験実習
あり

作業療法学科

体験実習
あり

医療・保健・福祉・教育の「ふれあいグループ」　学校法人 湘南ふれあい学園

　

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ

ン
タ
ー
で
は
、
介
護
福
祉
士
の

国
家
試
験（
２
０
１
８
年
１
月
）

の
受
験
を
予
定
し
て
い
る
人
を

対
象
と
し
た
「
筆
記
試
験
対
策

講
座
」
を
開
講
し
ま
す
。

　

国
家
試
験
科
目
の
中
で
、
と

く
に
得
点
率
が
低
い
科
目
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
短
時
間

で
効
率
良
く
学
べ
る
講
座
で

す
。
過
去
４
年
間
の
該
当
科
目

の
国
家
試
験
問
題
を
解
い
た

後
、
専
門
の
講
師
が
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。

　

随
時
申
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
ふ
れ
あ
い

医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
☎

０
４
６
７
―
８
４
―
０
５
７
６

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
福
祉
士
試
験 

国
試
の
対
策
講
座
を
開
講
！

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

介護福祉士  試験対策講座

11 月   2 日 医学分野
11 月 13 日
11 月 20 日

障害者自立支援制度
介護保険制度

申し込み

３回セットで 3,800 円

0467-84-0576

12:30~16:30時間

受講料

ふれあい医療福祉研修センター

実
践
力
養
う
院
内
イ
ン
タ
ー
ン

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門
学
校

　

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専

門
学
校
・
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

の
最
大
の
魅
力
は
、
ふ
れ
あ
い

グ
ル
ー
プ
の
各
病
院
へ
の
就
職

が
可
能
な
こ
と
で
す
。

　

学
生
は
、
２
年
次
に
４
週

間
「
院
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

実
習
」
を
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ

病
院
の
医
事
課
や
総
務
課
で
行

な
い
ま
す
＝
写
真
。
医
療
の
現

場
で
即
戦
力
と
し
て
働
け
る
よ

う
に
病
院
受
付
窓
口
、
会
計
窓

口
そ
し
て
レ
セ
プ
ト
入
力
業
務

な
ど
を
職
員
指
導
の
も
と
で
習

得
。
ま
た
ク
ラ
ー
ク
業
務
や
総

務
・
施
設
管
理
を
通
じ
て
、チ
ー

ム
医
療
に
欠
か
せ
な
い
多
職
種

連
携
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

　

仕
事
の
厳
し
さ
や
、
や
り
が

い
を
体
験
し
た
学
生
は
、
自
信

を
深
め
就
職
へ
の
大
き
な
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
、「
病
院
見
学
会
」
を
は

じ
め
、
現
場
で
働
く
卒
業
生
や

在
校
生
か
ら
話
が
聞
け
る
座
談

会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
細

は
、
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報

専
門
学
校
☎
０
４
２
―
７
４
４

―
９
７
１
１
へ
。 

医学講座 8 月 29 日( 火 ) 14:00~（開場 13:30）

会場：湘南ふれあいの園 2 階ラウンジ
講師：茅ヶ崎中央病院
　　　看護課長

露木 和江 看護師

応急手当の基礎講座～緊急時に身近なもので出来ることとは⁉
　タオルやハンカチなど、身近な物を利用した
応急処置講座。対象のケガは、捻挫、火傷、擦
り傷（切り傷）など。簡単なものからお話しま
す。いざという時、自分の身を守り、大事な人
を守りましょう！＜持ち物：フェイスタオル 1枚＞

次回予告
9 月 28 日㈭ 14:30~　耳鼻咽喉科 喜多村 健 医師

『「私、今、めまい、したわ」を勉強しよう！』
～タイトルを逆から読んでみてね～
お問い合わせ 0467-86-6530

〒253-0041　
茅ヶ崎市茅ヶ崎 2-2-3

交通のご案内
茅ヶ崎駅北口より徒歩５分

参加無料

茅ヶ崎中央病院

茅ヶ崎駅
北口

１
茅ヶ崎中央病院
湘南ふれあいの園茅ヶ崎

市役所 平塚駅

134 号 平塚駅南口入口

高浜公園前
ふれあい平塚
ホスピタル

交番

医学講座 8 月 30 日( 水 ) 13:30~15:00
会場：ふれあい平塚ホスピタル 5 階 会議室

講師：ふれあい平塚ホスピタル
　　　 リハビリテーション科

菅谷 睦 医師

リハビリテーションとは何か？～より良い暮らしをするために～
　脳卒中の後遺症では、手足に力が入らなくな
ることがあります。また、言葉が出にくくなっ
たり、理解しづらくなる事も。脳卒中のリハビ
リとは何をするのでしょうか？当院の専門医菅
谷医師が皆様のご質問にお答えします。

次回予告
9 月 27 日㈬ 13:30~ リハビリテーション科 米山真平ＰＴ

「転倒予防」は「寝たきり予防」
～転ばぬ先の足元対策～

お問い合わせ 0463-22-4105
〒254-0813　
平塚市袖ケ浜 1-12

交通のご案内
平塚駅南口より徒歩 15 分

参加無料

総務課

（日本脳卒中学会専門医／日本リハビリテーション医学会専門医）

介護老人保健施設

ふれあいの桜
     藤沢市遠藤 446-1

☎ 0466-86-9311 小出

47

ふれあいの桜

404

茅ケ崎
里山公園

〒小出郵便局

小出小学校

市役所 小出支所

大辻

404

伊 豆
稲取駅正 非 看護師・ＭＳＷ・総務事務・臨床工学技士

① 看護師 　347,800円（夜勤含）　夜勤１回 24,000円～
　　　　　  時給 1,500円～　
② ＭＳＷ　249,500円 ( 有資格の場合は職務手当 5,000円）
③ 総務事務　　  242,500円（大卒）　
④ 臨床工学技士  275,500円　 〈月給例は、経験１０年〉

 康心会伊豆東部病院

「満点の海・山・空」自然環境に囲まれた病院で、
新しいスタートを

　★平成 29 年 5 月新病院完成　★転居費用負担有り（応相談）
　★女子寮有り　★美しい伊豆七島を望む、ロケーションです。

医療事務・検査技師・理学療法士・作業療法士正

① 医療事務  198,500円
② 検査技師  260,700円
③ 理学療法士・作業療法士  
                  302,400円
　 〈月給例は、経験１０年〉

 さがみ野中央病院

 　　 ★ブランクのある方も歓迎
 　　★院内保育所有り、車通勤可、交通費全額支給（上限 5 万円まで）
　 　　非常勤は勤務日、勤務時間応相談

さがみ野駅から徒歩5分、車通勤可で通勤に便利

医療法人社団 ☎ 046-233-5110
〒 243-0401 海老名市東柏ケ谷 6-20-20
                    ●問い合わせ：（総務課）阿部

医療法人社団

康 心 会  
☎ 0557-95-1151
〒 413-0411 静岡県賀茂郡東伊豆町稲取１７－２
                    　　　　　 　　　　　●問い合わせ：（総務課）星野

　 相鉄線
 さがみ野駅
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MCIチェックリスト
MCIの疑い 一般的な「物忘れ」

近似記憶・展望記憶の障害

自ら体験したことの忘れ

体験したこと全体を
すっぽり忘れる
例）レストランに昨日行った
こと自体忘れる

ヒントをもらっても
思い出せない

時間とともに忘れの程度
が悪化する

近似記憶・展望記憶の保持

一般的なことの忘れ
（人の名前や常識的な知識など）

一部分の忘れ
例）昨日行ったレストランの
メニューの一部を忘れる

ヒントを与えると
思い出せる

忘れの回数は大きく変わ
らない

※表は一例であり、詳細は医療機関へ問い合わせを

　

Ｑ
．
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
で

は
ど
の
よ
う
に
嚥
下
障
害
を
診

断
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
嚥
下
機
能
に
お
け
る
咽

頭
・
喉
頭
の
検
査
に
は
、
Ｖ
Ｅ

／
Ｖ
Ｆ
な
ど
が
必
要
で
す
。
こ

の
検
査
結
果
は
録
画
が
で
き
、

患
者
様
や
ご
家
族
様
に
そ
の
画

像
で
説
明
を
行
な
い
ま
す
。
こ

の
医
学
的
専
門
知
識
が
必
要
な

検
査
や
診
断
は
、
当
院
の
専
門

点
か
ら
、
当
院
で
は
「
呼
吸
療

法
認
定
士
」（
専
門
資
格
）
を

配
置
し
、
日
々
の
診
療
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
ほ
か
に
専
門
ス
タ
ッ
フ

は
い
ま
す
か
？

　

Ａ
．
言
語
聴
覚
士
（
Ｓ
Ｔ
）

は
、「
言
葉
を
思
い
出
せ
な
い
」

「
正
確
な
発
音
が
で
き
な
い
」

な
ど
言
語
・
構
音
障
害
に
対
す

る
リ
ハ
ビ
リ
だ
け
で
な
く
、
嚥

下
障
害
に
対
応
す
る
訓
練
や
評

価
（
検
査
な
ど
）
を
実
施
す
る

専
門
職
で
す
。
当
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
に
は
、
専
門
教

育
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た

Ｓ
Ｔ
の
ほ
か
Ｐ
Ｔ
（
理
学
療
法

士
）
や
Ｏ
Ｔ
（
作
業
療
法
士
）

を
配
属
し
て
お
り
、
年
間
を
通

じ
て
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
提

供
し
て
お
り
ま
す
。

■
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
（
茅
ヶ

崎
市
行
谷
５
８
３
―
１
）
☎

０
４
６
７
―
５
３
―
４
１
１
１

　
「（
摂
食
・
）
嚥
下
障
害
」
と

は
、
口
か
ら
（
上
手
く
）
食
べ

ら
れ
な
い
／
安
全
に
飲
み
込
め

な
い
状
態
を
指
し
ま
す
。

　

主
な
症
状
は
【
食
事
中
に
む

せ
る
】【
痰
・
咳
】【
飲
み
込
み

時
に
喉
の
違
和
感
】【
食
べ
こ

ぼ
し
】
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
に

よ
り
食
事
で
栄
養
が
取
り
難
く

な
り
、
体
重
の
減
少
や
発
熱
を

繰
り
返
し
ま
す
。

  

肺
炎
は
重
症
化
も

　

さ
ら
に
危
険
な
の
は
誤
嚥
で

す
。
誤
嚥
は
、
飲
食
物
が
気
道

（
気
管
や
肺
な
ど
〝
空
気
の
通

り
道
〟）
に
入
る
状
態
で
、
肺

炎
〔
日
本
人
の
死
因
第
３
位
〕

の
原
因
に
な
り
ま
す
。こ
の「
誤

嚥
性
肺
炎
」
は
、
特
に
重
症
に

な
り
や
す
い
肺
炎
で
す
。

  

画
像
で
可
視
化

　

嚥
下
障
害
の
治
療
に
は
、
正

確
な
検
査
と
評
価
が
重
要
で

す
。
精
神
面
を
含
め
、
全
身
状

態
（
体
重
・
体
温
の
変
化
な
ど

を
計
測
、
口
の
中
・
咽
頭
・
喉

頭
・
肺
の
機
能
を
評
価
）
を
検

査
し
ま
す
。
特
に
咽
頭
や
喉
頭

は
、『
嚥
下
内
視
鏡
検
査
（
Ｖ

Ｅ
）』〈
鼻
か
ら
内
視
鏡
で
観
察
〉

や
『
嚥
下
造
影
検
査
（
Ｖ
Ｆ
）』

〈
食
物
の
口
か
ら
咽
頭
・
喉
頭

へ
の
移
動
を
視
覚
で
確
認
〉
で

検
査
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
障
害
）
と
は
、
認
知
症
の
予
備
軍
で
す
。
専
門
医
に

よ
る
診
断
を
受
け
た
後
、
早
期
に
治
療
し
、
生
活
習
慣
な
ど
を
あ
ら
た
め
る

こ
と
で
、
効
果
的
な
結
果
が
出
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
前
段
階
と
言
わ
れ

る「
軽
度
認
知
障
害（
以
下『
Ｍ

　

認
知
症
を
専
門
と
す
る「
湘
南
さ
く
ら
病
院
」（
茅
ヶ
崎
市
下
寺
尾
）で
は
、

認
知
症
疾
患（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
な
ど
）の
診
断
と
治
療
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
同
院
の
鈴
木
雄
壱
院
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

食
べ
物
を
飲
み
込
む
際
の
「
嚥
下
障
害
」
に
対

し
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
対
応
し
て
い
る
茅

ケ
崎
新
北
陵
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・
満

丸
信
弘
言
語
聴
覚
士
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
（
鈴
木
院
長
）「
多
く
の
高
齢

者
や
そ
の
ご
家
族
は
、『
も
の

忘
れ
』
が
み
ら
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
す
ぐ
に
病
院
を
訪
ね
る

こ
と
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。
な

ぜ
な
ら
、『
も
の
忘
れ
』
は
誰

し
も
が
経
験
す
る
行
為
だ
か
ら

で
す
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
、

ご
家
族
が
本
人
の
異
常
に
気
付

い
た
時
に
は
既
に
『
認
知
症
』

が
進
行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
場

合
が
多
く
あ
り
ま
す
」

　

―
―
―
本
人
の
『
忘
れ
や
す

さ
』
の
訴
え
を
、
病
気
と
し
て

判
断
す
る
こ
と
は
家
族
で
さ
え

難
し
い
と
思
う
の
で
す
が
…
。

　
（
同
）「
精
神
科
医
で
『
認
知

症
』専
門
の
医
師
の
多
く
は『
老

年
精
神
医
学
』
を
専
門
と
し
て

お
り
、『
も
の
忘
れ
』
が
認
知

症
に
よ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も

認
知
症
の
症
状
を
も
つ
他
の
老

年
期
の
（
心
の
）
病
気
な
の
か
、

を
注
意
深
く
鑑
別
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
認
知
症
専
門
の
精
神

科
医
は
、
認
知
症
で
よ
く
見
ら

れ
る
問
題
行
動
（【
興
奮
】【
物

盗
ら
れ
妄
想
】【
幻
視
症
状
】【
不

安
】【
徘
徊
】【
夜
間
不
眠
】な
ど
）

の
精
神
症
状
に
対
す
る
薬
物
療

法
も
専
門
と
し
て
い
ま
す
」

　

―
―
―
で
は
自
宅
介
護
で
困

る
行
動
も
相
談
で
き
ま
す
ね
。

医
師
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
診
断
後
の
治
療
体
制
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
嚥
下
障
害
の
治
療
・
改

善
に
は
、
口
腔
・
咽
頭
な
ど
だ

け
で
な
く
、
全
身
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
が

重
要
で
す
。
嚥
下
障
害
に
対
す

る
リ
ハ
ビ
リ
の
実
現
の
た
め

に
、
医
師
・
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
・
看
護
師
・
介
護
職
・
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る

連
携
し
た
チ
ー
ム
で
、
患
者
様

が
「
食
べ
る
こ
と
」
へ
の
安
心

と
喜
び
を
再
獲
得
で
き
る
よ
う

に
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
誤
燕
性
肺
炎
予
防
の
観

Ｃ
Ｉ
』）」。
こ
れ
は
物
忘
れ
な

ど
を
有
す
る
状
態
（
詳
細
は
左

　
（
同
）「
自
宅
に
い
る
（
在
宅

介
護
）
方
が
こ
れ
ま
で
と
異
な

る
精
神
症
状
と
な
り
、
お
困
り

の
際
も
、
専
門
的
な
精
神
科
医

に
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

当
院
（
湘
南
さ
く
ら
病
院
）

の
外
来
は
『
認
知
症
専
門
』
で

す
の
で
、『
も
の
忘
れ
』
も
専

門
的
に
扱
っ
て
お
り
、
専
門
医

も
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
」。（
取
材
協
力
／

湘
南
さ
く
ら
病
院
）

　

そ
し
て
安
全
な
飲
み
込
み
と

十
分
な
栄
養
摂
取
を
目
指
し
、

治
療
を
行
な
い
ま
す
。
嚥
下
に

関
わ
る
機
能
訓
練
の
実
施
や
食

物
形
態
を
調
整
し
、
誤
嚥
性
肺

炎
を
予
防
す
る
た
め
に
重
要
な

口
腔
ケ
ア
も
進
め
ま
す
。

　

嚥
下
障
害
は
、
高
齢
に
な
る

と
誰
し
も
が
注
意
を
要
す
べ
き

疾
患
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
発
症

し
て
お
ら
ず
別
の
疾
患
を
抱
え

て
い
る
人
は
、

特
に
事
前
の
準

備
（
検
査
な
ど
）

が
重
要
で
す
。

表
を
参
照
）
で
、
認
知
症
に
な

る
確
率
が
高
く
、
適
切
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
１
年
で
認
知
症
に

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
近
い
将
来
に
必
ず

認
知
症
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
が
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
１
年
間
で
10

～
15
％
が
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
」
に
移
行
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。す
な
わ
ち
、

５
年
間
で
は
約
50
％
が
ス
テ
ー

ジ
を
進
行
さ
せ
、
認
知
症
に
移

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、「
認
知
症
」

と
そ
の
予
備
軍
で
あ
る
「
Ｍ
Ｃ

Ｉ
」
を
合
わ
せ
た
国
内
人
口
が

認
知
症
に
な
る
前
の
軽
度
な
認
知
障
害

「
Ｍ
Ｃ
Ｉ
」
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
診
断
後
か
ら
で
き
る
対
策
も
あ
る

家
族
で
も
判
別
つ
か
な
い
「
忘
れ
や
す
さ
」
と
「
認
知
症
」

「
も
の
忘
れ
」
を
外
来
で
診
る
重
要
性

湘
南
さ
く
ら
病
院
（
認
知
症
専
門
） 

鈴木 雄壱　院長
( すずき　ゆういち )

湘南さくら病院
【精神科】

誰
も
が
な
っ
て
し
ま
う
か
も

嚥
下
障
害
は
検
査
が
重
要 

専
門
医
師
（
検
査
診
断
）、
Ｓ
Ｔ
（
訓
練
）、
呼
吸
療
法
認
定
士
（
肺
炎
対
策
）

嚥
下
機
能
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

約
８
６
２
万
人
と
発
表
し
て
い

ま
す（
２
０
１
２
年
資
料
よ
り
）

。
こ
れ
は
65
歳
以
上
で
は
４
人

に
１
人
の
割
合
に
な
り
ま
す
。

　
診
断
後
の
指
導
で
改
善
も

　

し
か
し
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
診
断
を

受
け
た
方
の
中
に
は
、
診
療
と

指
導
に
よ
っ
て
生
活
習
慣
を
改

善
し
、
診
断
以
前
よ
り
も
充
実

し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
方
も

多
く
い
ま
す
。
認
知
症
の
原
因

と
な
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
が
神
経

細
胞
に
蓄
積
し
つ
つ
あ
っ
て

も
、『
認
知
予
備
力
』
が
機
能

し
て
い
れ
ば
認
知
症
か
ら
〝
逃

げ
切
る
〟
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

実
証
さ
れ
た
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
薬
物

療
法
は
ま
だ
存
在
し
な
い
現
状

で
す
が
、
ド
ネ
ペ
ジ
ル
塩
酸
塩

な
ど
の
抗
認
知
症
薬
は
、
Ｍ
Ｃ

Ｉ
か
ら
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
へ
の
進
展
を
（
12
カ
月
後

ま
で
で
）
42
％
に
軽
減
し
た
と

い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
（「
Ｍ

Ｃ
Ｉ
を
知
れ
ば
認
知
症
に
な
ら

な
い
！
」
よ
り
）。

 

画
像
で
咽
頭
や
喉
頭
の
様
子
を
確
認
す
る

実
際
の
Ｖ
Ｆ
検
査
画
像
（
写
真
）

専門医による嚥下の診療の様子

湘南さくら病院
茅ヶ崎市下寺尾 18330467-54-2255

9:00~
12:00

14:00~
16:00

月 火 水 木 金 土日祝
齊藤和

Dr 櫻井Dr

櫻井Dr

斉藤仁
Dr

鈴木
院長

認知症専門外来〈精神科〉

医学講座 8 月 19 日( 土 ) 14:00~15:00
会場：湘南さくら病院 １階 作業療法室 斉藤 仁咲 医師

認知症の薬を知ろう！～認知症治療の現場から～
　認知症には、いろいろな症状があります。薬
を使う場面、使わない場面、薬での治療の限界。
そして、薬は今どこまで進歩しているのか。一
筋縄ではいかない薬物による認知症治療の現場
をお話いたします。

次回予告
9 月 26 日（火）実施。内容は未定です。

お問い合わせ 0467-54-2255 〒253-0081　
茅ヶ崎市下寺尾 1833

交通のご案内
茅ヶ崎駅北口 神奈中バス「文教
大学」行き終点より徒歩 7 分

参加無料

総務課
茅ケ崎駅
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寒 川 駅

文教大学湘南さくら病院

講師：湘南さくら病院
　　 精神科

医学講座 8 月 29 日( 火 ) 14:00~15:00
会場：茅ケ崎新北陵病院  2 階多目的室

講師：茅ケ崎新北陵病院
   内 科　　
澁谷 誠一郎 副院長

酒は百薬の長・・・？！～飲酒とがんの発生について～
　暑い季節が到来し、冷たいお酒がおいしい時
期になりました。「酒は百薬の長」と言われて
いますが、飲み過ぎには注意が必要です。今回
は、飲酒による身体への影響を説明し、飲酒と
がん発生についてお話します。

次回予告
9 月 29 日（金）14:00~　神経内科  上野エリ子 医師
高次脳機能障害とはどんな病気・・・？（仮）

お問い合わせ 0467-53-4111
〒253-0007　
茅ヶ崎市行谷 583-1

交通のご案内
茅ケ崎駅北口から無料シャトル
バス運行

参加無料

総務課（香川）
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寒 川 駅 茅ケ崎新北陵病院

看護師・准看護師・医療事務・介護福祉士・介護士・調理補助正

① 看護師 284,800円　②准看護師 244,600円　
③ 医療事務 198,500円　

④ 介護福祉士　時給 1,300円　⑤ 介護士 時給 1,200円
⑥ 調理補助　時給 950円（日祝 1,000円）
　 〈月給例は、経験１０年〉

医療法人社団

康 心 会 
☎0467-53-4111 茅ケ崎新北陵病院

 茅ヶ崎駅
湘南台駅

★ 車通勤可（無料駐車場あり）　★ 無料送迎バスあり（茅ヶ崎駅・湘南台駅方面）
★ 併設保育園あり（有資格者）　★ 学会・研修会参加制度あり

〒 253-0007 茅ヶ崎市行谷 583-1 ●問い合わせ：（総務課）馬場

病院併設通所リハビリ看護職員募集！

非茅ヶ崎駅
湘南台駅

非

湘南さくら病院

作業療法士・看護師・看護補助・
介護福祉士・介護士

① 作業療法士　302,400円　
② 看護師 　    347,800円（夜勤含）　
　　　　　　　 時給 1,500円〜 （夜勤 )1 回  24,000円〜
③ 看護補助　  225,900円（夜勤含）　
④ 介護福祉士　時給 1,200円　⑤ 介護士 時給 1,200円　      
　〈月給例は、経験１０年〉

★ 車通勤可（駐車場無料）★最寄駅（茅ケ崎・湘南台）からシャトルバスあり
★ 非常勤の時間帯は相談可能

医療法人社団

康 心 会  
☎0467-54-2255
〒 253-0081 茅ケ崎市下寺尾１８３３ 
　　　　　　　　　 ●問い合わせ：（総務課）神部

正 非

残業 0 時 間。 定時退勤可能です。


